
Press Release 2014/05 Progress & Partners 

株式会社 プログレス アンド パートナーズ 

 

図２ 各国別設立件数比率 図１ 各国別日系企業動向 

ASEAN月間企業動向レポート 2014年５月号 

シンガポールをアジア統括拠点にする動向ニュースが頻発！ 

 コンサルティングと調査の（株）プログレス・アンド・パートナーズ（本社東京）は、提供商品である日系企業の動向情

報をデータファイルで提供する経済レポート『経済 Release Watch＠東南アジア版』http://www.progressap.com/economy/）

を運営する際に収集した日次データーの集計をもとに、2014年５月度の日系企業の東南アジア諸国への設立・進出・提携活

動状況に関するサマリーをリリースした※１。 

 

調査項目 

 2014年５月期（2014/05/03～2014/05/30間の集計）の東南アジア各国への日系企業動向（ASEAN企業動向として収集し

た案件719件）より、各国での企業動向で「法人の設立」、「現地への進出」、「現地企業との提携」※2 に関する件数を独自に

集計した。 

 

該当国 

 東南アジア９ヶ国（ブルネイは除く）。 

 

集計結果 

 先月５月度の１ヶ月間を対象とした、弊社の独自調査による集計の結果、日系企業の「法人設立」「進出」「提携」と判断

できる活動の合計が、ASEAN９ヶ国合計で 108件と前月４月との比較で 20％減と平日の少なさも影響して企業活動は低調

であった。 

 国別の集計では、シンガポールが 23 件でトップ（以下、インドネシア 22 件、タイ 21 件、ベトナム 14 件、マレーシア

９件、ミャンマー８件、フィリピン７件、ラオスとカンボジアが各２件と続く）となった。 

 １位となったシンガポールは、「法人設立」が３位だったが、東南アジア進出各社がシンガポール拠点を地域のハブ拠点

として事業再構築を進めるニュースが多数あり、「進出」「提携」などの指標としては出てこない、拠点の増員に関するニュ

ースが目立った。 

 タイやベトナムでは、政情不安の中、一部業種を除き事業活動に対しては大きな影響はないとの報道が目に付くが、新規

事業の立ち上げや拠点の設立に関しては動向件数から鑑みるに多少なりとも影響があると言わざるを得ない状況である。 

 特筆すべきニュースとしては、ヤマト運輸と ANA との国際物流に関する提携により、日本発シンガポール向け「国際ク

ール宅急便」の翌日配送が可能になる取り組みが挙げられる。国内の地方自治体が農水産物の輸出促進活動を展開している

中、物流面からバックアップする形となっている。場合によっては、収穫の翌日に配送を完了することも可能となり従来の

制約を越えたビジネスの展開に期待が持てよう。 

 自動車業界では、タイの政情不安も考慮して域内での２極化の動きが引き続き進んでいる。インドネシアでは日産自が第

二工場を開設し、タイではホンダが販売目標の下方修正となっている。トヨタ自の豪州の自社工場閉鎖に伴う技術者の東南

アジアへの派遣を事業化するなどのニュースもあり、自動車各社のタイとインドネシアでの動向は、引き続き域内でビジネ

スをする企業にとっての注目事案となるだろう。また、中古車シェアが域内隣国と比べて高いミャンマーではアフターマー

ケット市場への各社の取組みが進んでおり、自動車メーカー各社の現地代理店による自動車部品販売センターの開設・拡大

のニュースが多く報道されていた。 

 

 

   

※1 弊社の提供商品「経済 ReleaseWatch」を月次で集計・再構成した内容。 

※2 当該事案発生日ではなく、情報を入手した日をもとに掲載。 

「設立」対象国に対し、新規に法人・駐在員事務所等を開設した件数。 

「進出」『設立』以外で、対象国に対し販売・開発・製造等の新たな活

動をおこなった件数。 

「提携」現地企業と業務提携等をおこなった件数。 

【本件に関するお問合せ先】 ㈱プログレス アンド パートナーズ 
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